
三角巾を利用した 

プライバシーの保護方法 
① 服を脱がさず AED パッドを装着 

※プライバシー保護より AED を優先 

② 三角巾をかけ、プライバシー保護する 

※透ける場合などは三角巾を 2 枚使用 

  

 

※三角巾を使った応急手当の例 
●腕の固定 

1. つる腕と三角巾の底部の部分が並行になるようにし、つる腕の手を胸に当てる。 

2. 三角巾の下の部分を図のようにつるす腕を包んで折り曲げ、肩にかけ、肩の後ろで結ぶ。 

3. ひじにある三角巾の頂点は腕の長さに合わせて結び、内側に入れる。 

4. 三角巾が 2枚ある場合は、もう 1枚の三角巾で体に固定する。 

5. 指先は血液の循環を確認するために、覆わないで少し出しておくようにする。 

 

●額の傷の場合 

1. 三角巾を 8つにたたむ。 

 

 

2. 三角巾の中央部分から 10cm ぐらい左（右）の部分を額の傷に当てる。 

3. 三角巾の両端を後ろに回し、交差させる。 

4. 三角巾をさらに前に回し、傷を避けて額のわきで結ぶ。 

 



東京都多摩府中保健所

SAC1352
長方形

SAC1352
タイプライター
出典：東京都多摩府中保健所


